
写
本

『妙
好
人
伝
』
の
成
立
過
程

朝

枝

善

照

一
 
は
じ
め
に

『
妙
好
人
伝
』
の
研
究
は
、

一
巻
本
か
ら
二
巻
本
に
ど
の
よ
う
な
経

過
で
再
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
の

一
つ
で
あ

る
。
写
本
と
し
て
転
写
伝
来
し
た

『
妙
好
人
伝
』
が
刊
行
さ
れ
、
真
宗

の
篤
信
者
を

「
妙
好
人
」
と
し
て
尊
称
す
る
こ
と
が

一
般
化
し
た
よ
う

で
あ
る
が
、
写
本
と
刊
本
の
内
容
の
異
同
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る

か
。
『
妙
好
人
伝
』
や

「妙
好
人
」
研
究

の
基
本
史
料

と
な

る
書
誌
学

的
研
究
が
な
さ
れ
な
け

れ
ば
、
「
妙
好
人
」
の
評
価
は
困
難
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、

一
巻
本
と
し
て
の

『
親
聞
妙
好
人
伝
』
が
二
巻
本

『
妙
好

人
伝
』
と
し
て
再
編
集
さ
れ
る
経
過
を
、
新
資
料
の
浄
謙
寺
本
を
通
じ

(
1
)

て
検
討
を
試
み
た
い
。

二

『
親
聞
妙
好
人
伝
』

の
諸
問
題

現
在
知
ら
れ
て
い
る

『
親
聞
妙
好
人
伝
』
は
、
四
本
で
あ
る
。

イ
 
瑞
泉
寺
本

ロ
 
龍
谷
大
学
本

ハ
 
京
都
大
学
本

ニ
 
浄
謙
寺
本

右
の
四
本
の
関
係
は
、
瑞
泉
寺
本
と
龍
谷
大
学
本
が
近
く
、
京
都
大

学
本
は
、
第

一
話
の
末
尾
の

「摩
耶
信
士
讃
」
が
欠
け
て
い
る
。
浄
謙

寺
本
は
、
平
仮
名
が
使
用
さ
れ
、
「
摩
耶
信
士
讃
」
が
欠
け

て
い
る
。

浄
謙
寺
本
は
、
広
島
県
山
県
郡
芸
北
町

の
浄
謙
寺

に
蔵
さ
れ
る
も
の
で

(
2
)

あ
る
。
浄
謙
寺
本
は
、
破
損
が
著
し
く
表
紙
も
失

わ
れ
て
い
る
。
本
文

の
署
名
と
、
題
名
の

一
部
が
判
読
で
き
る
。

親
聞
妙
好
人
囹
 
□
寺

釈
仰
誓
記

右
の
如
く
に
判
読
さ
れ
、
六
話
が
収

め
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
六
話

は
、
次
の
物
語
で
あ
る
。

播
州
治
郎
右
衛
門

河
州
利
右
衛
門
女
阿
霜

和
州
清
九
郎

伊
州
六
兵
衛

写
本
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写
本

『
妙
好
人
伝
』
」
の
成
立
過
程
 
(
朝

枝
)

但
州
六
左
衛
門

和
州
辰
三
郎

現
存
す

る
他
の
諸
本
が
十
話
で
あ
る
点
か
ら
、
浄
謙
寺
本
も
十
話
が

収
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
『
親
聞
妙
好
人
伝
』
の
蒐
集
の
期

間
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
推
定

で
は
、
「
延
享
四
年
八
月
」
を
余
り

下
ら
な
い
頃
に
始
ま
り
、
「宝
暦
三
年
十
月
二
十
四
日
」
を
経

て
程

な

(
3
)

く
編
集
を
完
了
し
た

と
考

え
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
年
時
は
、
編
者
仰

誓
の
二
十
七
歳
か
ら
三
十
三
歳
に
至
る
問
の
こ
と
で
あ
る
。
物
語
の
内

容
は
浅
伊
賀
を
中
心
と
し
て
篤
信
者
の
言
行
録
を
蒐
集
し
た
も
の
で
あ

る
。
現
在
知
ら
れ
て
い
る
写
本
の

『
妙
好
人
伝
』
は
、
第
二
巻
に
二
十

六
話
が
編
集
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
第
三

巻
所
載

の
二
十
六
話

の
成
立

は
、
明
和

五
年
頃
か
ら
収
集
に
着
手
、
天
明
四
年
の
秋
に
は
、

一
応
の

(4
)

成
立
が
指
摘
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
仰
誓
の
四
十
八
歳
か
ら
六

十
四
歳
に
相
当
し
て
い
る
。
『
親
聞
妙
好
人
伝
』
と
写
本

の

『
妙
好
人

伝
』
を
比
較
す
る
と
、
妙
好
人
の
言
行
録
が
編
纂
さ
れ
た
時
期
は
、
宝

暦
年
間
と
、
天
明
年
間
に
大
別
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
内
容
か
ら
は
、

宝
暦
年
間
は
伊
賀
中
心
と
な
り
、
天
明
年
間
は
石
州
中
心
と
な
る
。
次

に
克
譲
自
筆
写
本
の

『
妙
好
人
伝
』
の
署
名
を
検
討
す
る
と
次
の
如
く

で
あ
る
。

妙
好
人
伝

第

一

伊
州
明
覚
寺
釈
仰
誓
記

妙
好
人
伝

第
二

石
州
浄
泉
寺
仰
誓
記

右
の
署
名
の
違
い
に
よ

っ
て
、
撰
述
の
時
期
が
解
明
で
き
る
。
し
か

し
、
そ
れ
は
、
合
綴
さ
れ
た
書
物
と
し
て
の
統

一
性
を
欠
く
も
の
と
な

っ
た
。
書
名
に

つ
い
て
考
察
す
る
な
ら
ば
、
安
来
の
徳
応
寺
の
誓
鎧
の

序
が
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

(写
本
)

つ
の
さ
は
ふ
石
見
な
る
浄
泉
寺
の
先
師

実
成
院
老
尊
者
か
の
正
信
念
仏

の
人
の
お
ほ
か
る
中
に
も
殊
に
す
く
れ
て
世
の
人
の
軌
範
と
な
る
へ
き
事
の

跡
し
あ
れ
ば
聞
ま
ゝ
に
し
る
し
集
め
て
親
聞
妙
好
人
伝
と
な

つ
け
ら
れ
き

(中
略
)
人
中
の
分
陀
利
た
る
念
仏
者
を
も
ま
た
妙
好
人
と
名
つ
け
た
ま
ふ

(
5
)

め
る
に
よ
り
て
こ
の
書
を
妙
好
人
伝
と
題
せ
ら
れ
た
る
な
め
り

(版
本
)

石
見
な
る
浄
泉
寺
の
先
師
実
成
院
其
真
実
信
心
の
人
お
お
か
る
中
に
も
殊

に
す
ぐ
れ
て
世
の
人
の
則
と
も
な
る
へ
き
跡
し
あ
れ
バ
聞
ま
ゝ
に
記
し
見
る

ま
ゝ
に
集
て
妙
好
人
伝
と
な
づ
け
ら
れ
し
ハ
(中
略
)
念
仏
者
を
も
又
妙
好

人
と
な
づ
け
た
ま
へ
れ
ば
此
書
を
も
妙
好
人
伝
と
題
せ
ら
れ
た
る
に
こ
そ
あ

臥
醜

(
写
本
)
と

(版
本
)

の
誓
鎧
の
序
を
引
用

し
た
が
、
写
本
で
は
、

『
親
聞
妙
好
人
伝
』
と

『
妙
好
人
伝
』
の
二
種

の
書
名
が
窺
え
る
。
版

本
に
於
い
て
は
、
『
妙
好
人
伝
』
に
統

一
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
相
違
は
、

誓
鎧
が

一
巻
本
と
し
て
成
立
し
て
い
た

『
親
聞
妙
好
人
伝
』
の
存
在
を

知

っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
写
本
の
二
巻
本
の
署
名
が
二
種
記

さ
れ
て
い
る
点
も
、
版
本
に
至

っ
て
、
「釈
仰
誓
撰
」
に
統

一
さ
れ
た
。

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、

一
巻
本
と
し
て
存
在
し
た

『
親
聞
妙
好
人

-280-



仮
説

・
「親
聞
妙
好
人
伝
」
、「
妙
好
人
伝
」
系
統
図

伝
』
と
、

合
綴
さ
れ
る
廿
六
話
の
編
集
で
あ
る
。
版
本
は
、

こ
の
合
綴

(7
)

さ
れ
た
三
十
六
話
の
中
か
ら
再
編
集
さ
れ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
石
州

中
心
の
言
行
録
が
あ
る
段
階
で
編
集
さ
れ
、

そ
の
数
が
二
十
六
話
、
私

は
仮
題
と
し
て

『
伝
聞
妙
好
人
伝
』
を
想
定
し
て
、

一
巻
本
か
ら
二
巻

(8
)

本
に
展
開
す
る
系
統
図
を
推
定
し
た
。
『
親
聞
妙
好
人
伝
』
の
中

心
は

大
和
の
清
九
郎
の
物
語
で
、
仰
誓
の
見
聞
が
中

心
と
な

っ
て
い
る
。
そ

の
点
で
、

こ
の
二
十
六
話
は
、
仮
題
と
し
て

『
伝
聞
妙
好
人
伝
』
と
し

た
わ
け
で
あ
る
。
仰
誓
自
身
は
、
時
間
が
許
す
な
ら
ば
、
二
十
六
話
か

ら
選
抜
し
た
物
語
で
、
十
話
、
あ
る
い
は
二
十
話

で

一
巻

の
書
物

に
再

編
集
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。

そ
の
理
由
は
、
「
石
見

助
六
」
の
物
語
が
版
本
で
は

「
石
州
源
三
郎
」

の
物
語
に
改
作
さ
れ
た

よ
う
に
、
未
完
成
な
物
語
が
多
い
こ
と
が
指
摘

で
き
る
。

克
譲
の
自
筆
写
本
は
、
土
田
西
楽
寺
本
の
転

写
本

で
あ

り
、
「
真
墨

本
」
は
不
明
で
あ
る
か
ら
、
現
在
最

も
ま

と
ま

っ
た
形

の

『
妙

好
人

伝
』
の
写
本
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
石
州
撰
述

の
物
語
か
ら
年
時
を

抽
出
す
る
と
天
明
四
年

(
一
七
八
四
)
秋
の
頃
に
は
仮
題

『
伝
聞
妙
好
人

伝
』
の
原
型
が
成
立
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
頃
の
仰
誓

の
活
動
を
考
察
す
る
と
、
天
明
四
年
に

『真
宗

法
要
典
拠
』
六
巻
の
出

版
を
終
り
、
天
明
五
年

(
一
七
八
五
)
に
は
、
『
真

宗

小
部
集
』
八
巻
の

編
集
も
終
了
し
た
。

こ
の
天
明
五
年
に
は
、
仰

誓
は

「
石
見
国
法
義
引

立
御
使
僧
拝
命
」
し
て
国
中
を
巡
化
し
て
い
る
。

こ
の
頃
、
仰
誓
の
身

辺
は
、
出
版

の
こ
と
が
、

一
段
落
し
て
、
法
談

の
資
料
と
し
て
の
篤
信

者
の
言
行
録

の
整
理
が
な
さ
れ
た
こ
と
か
と
考
え
ら
れ
る
。

三

写
本

『
妙
好
人
伝
』

と
克

譲

『
親
聞
妙
好
人
伝
』
は
、
二
巻
本
と
し
て
、
再
編
集
さ
れ
る
過
程
で

写
本

『
妙
好
人
伝
』

の
成

立
過
程

(
朝

枝
)
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写
本

『
妙
好
人
伝
』

の
成
立
過
程
 
(
朝

枝
)

結
果
的
に

『
妙
好
人
伝
』
と
し
て
吸
収
さ
れ
て
行
く
。

こ
の
真
墨
本
が

転
写
さ
れ
、
文
政
元
年
八
月
の
克
譲
自
筆
写
本
と
し
て
現
存
し
た
わ
け

で
あ
る
。
次
に
こ
の
写
本
の
開
板
の
こ
と
に
つ
い
て
若
干
の
言
及
を
し

て
お
く
。
克
譲
の
日
記
は

『
石
室
日
記
紗
』
と
し
て
伊
予
史
談
会
に
保

存
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
文
書
は
、
昭
和
六
年
に
作
ら
れ
た
写

本
で
あ
る
。
さ
て
、
文
政
元
年

(
一
八
一
八
)
は
仰
誓

の
二
十

五
回
忌

の
年
に
あ
た
り
多
く
の
門
人
が
市
木
に
参
集
し
た
よ
う
で
あ
る
。
克
譲

の
日
記
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

夏
五
月
念

一
随
阿
母
発
家

宿
正
賢
寺

発
松
藩
趣
三
津
途
中

郷
園
随
母
発
。
遠
去
予
章
城
。
更
不
労
懐
橘
自
憐
兄
弟
情
。

(
9
)

四
日
奉
謁
鵬
浜
大
和
上
◎
六
月
十
六
日
紀
肥
後
木
葉
村
称
念
寺
主
堕
獄
事

右
の
克
譲
の
記
述
に
関
し
て
、
石
丸
和
雄
氏

は
、
「
念

一
」
は

「
朔

日
」
、
月
が
か
わ
る
と
◎
印
を
記
し
て
い
る
点
で
、
五
月

一
日
に
松
山

発
、
五
月
四
日
に
市
木
に
着
き
履
善
師
に
謁
し
た
と
推
定
し
て
い
る
。

石
丸
氏
は
、
松
山
か
ら
市
木
ま
で
に
要
し
た
日
時
を
調
べ
て
、
文
政
三

年
四
月
、

文
政
九
年
六
月
の
例
を
紹
介
さ
れ
た
。
第

一
日
松
山
正
覚
寺

よ
り
中
島
正
賢
寺

へ
至
り

一
泊
、
第
二
日
中
島
よ
り
広
島

へ
渡
り
教
念

寺
に

一
泊
、
第
三
日
山
県
郡
千
代
田
町
中
山
あ
た
り
で

一
泊
、
第
四
日

市
木
浄
泉
寺
着
。
巳
刻
到
着
の
例
も
あ
り
、
午
前
中
に
は
着
く

こ
と
が

で
き
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
故

に
、
文
政
元
年
五
月

一
日
に
松
山
を
出

発
す
れ
ば

五
月
四
日
に
履
善
師
に
拝
謁
す
る
こ
と
は
可
能
と
な
る
。
誓

鎧
の
序
に

「文
政
は
し
め
の
年
戊
寅
の
夏
さ

つ
き
」
と
記
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
廿
五
回
忌
の
法
要
が
五
月
に
な
さ
れ
、
克
譲
も
『妙
好
人
伝
』

 
ゆ
 

の
出
版
計
画
に
最
初
か
ら
参
加
し
て
い
た

こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
克

譲
が

『
新
続
妙
好
人
伝
』
を
撰
述
し
た

こ
と
も
、

こ
の
文
政
元
年
五
月

の
法
要
に
参
加
、
『
妙
好
人
伝
』
の
出
版
計
画
に
携
わ

っ
た

こ
と
か
ら

思
い
立

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
履
善
師
か
ら
校
正
本
を
借
用

し
て
筆

写
し
た
こ
と
も
、
克
譲
が

『
妙
好
人
伝
』
の
開

板

に
生
涯
関
係

を
持

ち
、
美
濃

の
僧
純
と
も
交
流
を
続
け
た
こ
と
な
ど
も
、
右
の

『
石
室
日

記
紗
』
の
記
述
か
ら
推
測
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

む
す

び
に
か
え

て

写
本

『
妙
好
人
伝
』
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
、
新
資
料

の
浄
謙
寺
本
の
特
色
と
、
系
統
図
、
そ
し
て
、
写
本
を
所
有
し
て
い
た

伊
予
の
克
譲
の
出
版
計
画
参
加
に
つ
い
て
若
干

の
指
摘
を
し
た
。
紙
幅

の
都
合
で
論
証
を
略
し
た
部
分
も
あ
る
。
今
後

の
史
料
調
査
に
倹

つ
べ

き
問
題
も
多
く
ひ
と
ま
ず
欄
筆
す
る
。

1

研
究
史
と
し
て
、
児
玉
識
「『妙
好
人
伝
』
小
考
」
(『近
世
仏
教
』
第
六

巻
第
二
号
)
、朝
枝
善
照

「妙
好
人
研
究
の
問
題
点
」
(
大
原
野
寺
論
集

『真
実
の
宗
教
』)
が
あ
る
。

2

朝
枝
善
照

「新
資
料

・
浄
謙
寺
所
蔵

『親
聞
妙
好
人
伝
』
の
一
考
察
」

(木
村
武
夫
先
生
喜
寿
記
念

『
日
本
仏
教
史
の
研
究
』
所
収
)
参
照
。

「浄
謙
寺
蔵
本
書
誌
」
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写
本
、

一
冊
。

寸
法
、

縦

二
十
四
・
五
糎
。

横
十
六
・
八
糎
。

装
丁
、
袋
綴
。

虫
損

表
紙
、

薄
茶
色

(
破
損
多

し
)
。
内
題
、

親

聞

妙
好
人

□
。

外
題
、

不
明

(
破
損
)
。
丁
数
、

三
十

二
丁
(
墨
付
二
十
八
丁
)
。
序
文
、

不
明
(
破
損
)
。

奥
書
、

不
明

(
破
損
、

切

り
取
り
あ
り
)
。著
者
名
、

一

一寺
釈
仰
誓
。

備
考
、

前
半
部

に
破
損
多

し
。

3

龍

口
明

生

「
仰
誓
撰

『
妙
好
人
伝
』
編
纂

の
発
端
」
(
『
仏
教
史
研
究
」

創
刊

二
十
号
記
念
)
参
照
。

4

土
井
順

一
著

『
妙
好
人
伝

の
研
究
』
四
六
頁
参
照
。

5

仰
誓
撰

『
妙
好
人
伝
』
(
伊
予
史
談
会
蔵
)
。

6

『
妙
好
人
伝
』
初
篇

上

(
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
)
。

7

朝
枝
善
照
著

『
妙
好
人
伝
基
礎
研
究
』
三
十

八
頁

(
表

三
)
「
版

本
に
み

ら
れ
な
い
物
語

に

つ
い
て
」
参
照
。

8

朝
枝
善
照

(
注

2
)
論
文

(
『
日
本
仏
教

史

の
研

究
』
所
収
)

七
二

一

頁
。

9

松
山
市
、

石
丸
和
雄
氏

の
御
教
示
に

よ
る
。
記

し
て
深
謝

す
る
。

10

朝
枝
善
照
著

『
妙
好
人
伝
基
礎
研
究
』

二
三
〇
頁
参
照
。

石
丸
和
雄
氏

の
御
教
示
に
よ
り
克
譲

の
参
加
が
明
ら
か

と
な

っ
た
。

(
そ
の
他

の
参
照
文
献
)

柏
原
祐
泉
著

『
近
世
庶
民
仏
教

の
研
究
』

佐

々
木
倫
生

「『
妙
好
人
伝
』
と
そ

の
作
者
た
ち
」
(
『
仏
教
文
学
研
究
』
第

二
)

福
間
光
超

「
初
期

『
妙
好
人
伝
』
編
纂

の
歴
史
的
背
景

に

つ
い
て
」
(
『
真
宗

史

の
研
究
』
所
収
)

龍

口
明
生

「
仰
誓

の
妙
好
人
観
」

(『
仏
教
史
研
究
』
第
十

四
号
)

林

智
康

「
妙
好
人
伝

の
研
究
」

(『
印
仏
研
』
第
廿
九
巻

二
号
)

大
桑

斉

「
仰

誓

の
立
場
と

『
親

聞
妙

好
人
伝
』
」
(
『
仏
教

の
歴
史

と
文
化
』

所
収
)

宮
脇
英
世

「
浄
土
真
宗
石
州
派

の
確
立
過
程
」
(
『
郷
土
石
見
』
五
号
)

小
林

俊
二

「
真
宗

に
お
け

る
神
舐

と

『
神
祇
不
拝
』
」

(『
郷
土
石
見
』
九
号
)

(
付
記
)
本
稿
執
筆

に
際

し
、
石
丸
和
雄
氏

の
御
教
示
を
賜
り
、

山

口
俊
裕
氏

に
お
世
話

に
な

っ
た

こ
と
を
記

し
て
謝
す
。

(
一
九
八
六
年
五
月
末

日
)

(龍

谷
大
学
教
授
)

写
本

『
妙

好
人
伝
』

の
成
立
過
程
 
(
朝

枝
)
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